２０１６．３．２５
Ｎo.１００１号

自治労県職労春季要求提出交渉

本当に残業ゼロは実現するのか？成果が上がる時短の取組みを！

「仕事見える化シート」でさらに仕事が増える、時間短縮につながらないと不満が続出！

自治労県職労は3月18日、知事あてに2016年春季要求書を提出し、労務担当局長との交渉を行いました。
冒頭、米倉委員長は、「民間春闘の中で、ワークライフバランス、労働時間短縮、非正規の労働条件改善が大きく取り上げられている。社会的にも重要な課題と言える。また、過労死防止の取組み、過重労働の撲滅をはじめ、健康で働き続けられる環境整備が求められている。2月25日に産業技術センター独法化問題について、産業労働局と第1回目の交渉を行った。これまで、産業技術センターと神奈川科学技術アカデミー（KAST）を統合し、独法化するという説明を受けてきたが、交渉の場で初めて、KASTを解散し、独法化後の産業技術センターに吸収することが明らかにされた。これは極めて大きな問題であると指摘した。労使交渉はお互いの信頼関係の上に成り立っているもの。嘘や隠し事があっては信頼関係は築けない。今後はこのようなことがないようにしてもらいたい。職員が納得できるような対応をしていただきたい。がんばって働こうという気持ちを職員に持ってもらえなければ、質の高い県民サービスは実現できない。」とあいさつし、要求書を手交しました。
なお、回答交渉は4月に行われます。職員が安心して、気持ちよく働くことができるよう要求の前進を図りたいと思います。

自治労県職労の要求・発言（要旨）

○賃金・諸制度の改善

・初任給・若年層の賃金を大幅に改善すること。

・非常勤職員等の報酬等を大幅に改善すること。

・臨任・非常勤職員の療養休暇の全期間有給化。
○過重労働の撲滅

・長時間労働の実態は依然として変わっておらず、年々悪化していると思う。

・特に本庁は、慢性的に長時間の残業が行われており、ノー残業デーも形骸化している。

・年間360時間、1か月45時間を超える時間外勤務は、労働基準法違反。時間外勤務を命じた所属について、その実態と原因を明らかにすること。

・36協定の届出を行っている所属について、協定届の内容と在庁時間の実態を明らかにすること。
・特に、過労死水準を超える時間外労働は、職員の命や健康を守るために早急に撲滅しなければならない。
・グループウェアを活用して、全庁的にグループ・課単位の在庁時間の実態把握を求める。

・仕事見える化シートについては、「何の役に立つのか」などと不満の声が充満している。内部管理業務が増えるだけである。

・残業ゼロをめざすというのであれば、どの時期までにどのくらいの残業を削減するといった目標があってしかるべき。
・局に配分した予算は局にまかせておけばよいはずだが、Ａ４事業についても、その都度資料を要求される。財政課と局の役割分担をきちんと守ることが必要だ。
・限られた時間の中でどのように仕事をこなしていくかという認識を常に持つことが重要である。

・2014年の職員の年休平均取得日数が9.1日となり、二ケタを割った。年休取得日数が減少した原因は何か、重要視すべき。
・時間外手当について入力制限がかかる実態があることを当局はきちんと認識すべきである。

○人員要求

・欠員は正規職員をもって早急に解消すること。また、再任用ポストに欠員が生じた場合には、早急に補充すること。
・職業訓練指導員について、最低限現在の欠員を正規職員で配置するために、採用を拡大すること。

・児童相談所等の福祉職について、職員の過重労働を解消できるだけの増員を求める。

○メンタルヘルス対策、労働安全衛生課題
・職員健康管理センターの産業医を専任化し、産業医を責任者とするチームを設け、組合との協議を含めて、発症予防、早期発見、早期ケア、早期復職サポートの枠組みによる総合的なメンタルヘルス不全対策を確立すること。

・メンタル不全による療養休暇取得者・休職者が発生した職場の所属長に産業医との面接を義務付け、産業医が状況を把握するシステムを設けること。

・安全衛生委員会について、法令では「月1回以上の開催」を義務付けているが、できていない所属が依然としてあるので、当局の指導が必要だ。

・時間外においても冷暖房の稼働を。

・健常者の視点ではなく、障害のある職員や県民の利用を前提に、室温、照明、エレベータ、自動ドア等の設定を検討すること。

・本庁舎駐車場の舗装が劣化していて危険。安全に歩行できるようにしてもらいたい。
○仕事を進める条件の整備
・人事評価システム導入時の「いたずらに差をつけるものではない。人材育成のための制度である。」との確認どおり、誰もが納得し、やる気になる評価となっているか検証し、検証結果に基づき適正に運用すること。

・職員のモチベーションが維持できるような昇任昇格を行うこと。

・頻繁な組織再編は、県民や職員に混乱をもたらすことになる。また、何のためにやるのか分からない再編は無駄であり、しっかり地に足をつけて仕事ができるようにしてほしい。

○行政システム改革
・産業技術センターの地方独立行政法人化は、職員の雇用問題のみならず、公的責任を確保する観点からも行わないこと。

・産業技術センターの地方独立行政法人化について、これまで労使協議をまったく行ってこなかった当局の責任は重いことを認識し、今後は自治労県職労と誠意をもって話し合うこと。
・公益財団法人神奈川科学技術アカデミーの組織の見直しを行う場合は、設置者として県が責任をもって、当該職員の雇用、賃金・労働条件等を保障すること。
○雇用と年金の接続について

・年金不支給期間の段階的拡大を踏まえ、賃金制度の改善を検討すること。休暇制度の充実を。

・再任用職員の異動に関するルールについて、組合と協議を行うこと。

○公正労働基準の確立
・行政補助員制度の抜本的見直しを求める。

・臨任・非常勤職員について一方的な雇止めを行わないこと。

・年度末や年度当初の繁忙期に臨任職員の空白期間がかかり、仕事が回らず、業務に支障が出ている。空白期間の撤廃を求める。

・公契約条例を早期に制定すること。

○ノーマライゼーション課題
・障害者権利条約が批准されたこと、2016年度には「障害者差別解消法」が施行されることを踏まえて、早急に人事・給与制度や職場環境の改善を。

・特に、現在抜本的な見直しを行っている人事給与システム等については、新システムの運用前に当事者に使ってもらい、「情報バリア」が解消できているか検証することが必要だ。

・電話交換職場については、問題が多発している現場実態を踏まえ、派遣業務の導入を止め、直営化にもどすこと。

※全文は、組合員専用ページ交渉経過に掲載
県職員の過重労働の実態？
	年度
	月80

時間超
	45時間超

80時間以下
	計

	2015
	182
	2,085
	2,267


	年度
	月100

時間超
	2～6か月の月平均80時間超
	45時間超

100時間未満
	計

	2011
	145
	143
	1,619
	1,907


※　超勤時間（超勤手当が支払われた時間）は、県安全衛生委員会資料から作成

※　2015年度の超勤時間は、2月分までの数値
自治労県職労　「ノーマライゼーションを進める会」が交渉を実施
3月23日、自治労県職労「ノーマライゼーションを進める会」は、ノーマライゼーションの推進について、下記のとおり当局に申し入れを行いました。

2016年4月からの障害者差別解消法施行にあたり、以下の点について申し入れます。
１　障害者差別解消法施行に伴い、障害者差別をなくし、障害者への対応力の向上を図るため県として職員対応要領を整備すること。福祉行政窓口だけでなく、すべての県民サービス提供窓口を対象とした指針を整備すること。

２　障害者職員採用選考における、「自力通勤」「自力勤務」の規定は、特定の障害者を採用から排除する差別規定とみなされかねないものであり、直ちに削除すること。

３　障害者の働く職場環境について、合理的配慮の提供という観点から、改善を図る必要度の高い以下の点について改善を図ること。そのことにより、障害者雇用の拡大、職域の確保、拡大を図ること。

（１）事務職として採用されている視覚障害職員に対して、リーディングアシスタントをつけ視覚障害からくるハンディの軽減と事務処理力の向上を図れるよう支援すること。視覚・聴覚障害者にとっては、周囲との情報の共有が重要であり、それを保障するための人的サポートの確保を制度化すること。

（２）視覚障害者が利用可能となるよう、人事給与システム、意向申告書様式、自己観察記録様式を早急に改善すること。特に、現在抜本的見直しを行っている人事給与システムについては、新システム稼動時には「情報バリア」を解消すること。

（３）電話交換業務を廃止又は委託することなく、視覚障害を持つ電話交換職員の職場を確保すること。職員への大きな負担となっていることを踏まえ、視覚障害を持つ電話交換職員の職場への派遣職員の配置を止め、直営化すること。

（４）車椅子利用者や肢体障害補装具等利用者が安全で安心して移動できるよう、庁舎内の段差解消、階段手すりの整備、エレベータ設置などバリアフリー基準に見合った施設設備改善を行うこと。また、庁舎内の明るさや表示物の大きさ点字表示等障害者、高齢者、外国籍の人にも使いやすい庁舎へと改善すること。

原発のない未来へ！

3.26全国大集会

～つながろうフクシマ　まもろういのち～

日時：３月２６日（土）１２時３０分～

※　集会後デモを予定

場所：代々木公園

















































自治労県職労　「ノーマライゼーションを進める会」が交渉を実施


3月23日、自治労県職労「ノーマライゼーションを進める会」は、ノーマライゼーションの推進について、下記のとおり当局に申し入れを行いました。


2016年4月からの障害者差別解消法施行にあたり、以下の点について申し入れます。　


１　障害者差別解消法施行に伴い、障害者差別をなく


し、障害者への対応力の向上を図るため県として職


員対応要領を整備すること。福祉行政窓口だけでな


く、すべての県民サービス提供窓口を対象とした指


針を整備すること。


２　障害者職員採用選考における、「自力通勤」「自


力勤務」の規定は、特定の障害者を採用から排除す


る差別規定とみなされかねないものであり、直ちに


削除すること。


３　障害者の働く職場環境について、合理的配慮の提


供という観点から、改善を図る必要度の高い以下の


点について改善を図ること。そのことにより、障害


者雇用の拡大、職域の確保、拡大を図ること。


（１）事務職として採用されている視覚障害職員に対


して、リーディングアシスタントをつけ視覚障害か


らくるハンディの軽減と事務処理力の向上を図れる


よう支援すること。視覚・聴覚障害者にとっては、


周囲との情報の共有が重要であり、それを保障する


ための人的サポートの確保を制度化すること。


（２）視覚障害者が利用可能となるよう、人事給与シ


ステム、意向申告書様式、自己観察記録様式を早急


に改善すること。特に、現在抜本的見直しを行って


いる人事給与システムについては、新システム稼動


時には「情報バリア」を解消すること。


（３）電話交換業務を廃止又は委託することなく、視


覚障害を持つ電話交換職員の職場を確保すること。


職員への大きな負担となっていることを踏まえ、視


覚障害を持つ電話交換職員の職場への派遣職員の配


置を止め、直営化すること。


（４）車椅子利用者や肢体障害補装具等利用者が安全


で安心して移動できるよう、庁舎内の段差解消、階


段手すりの整備、エレベータ設置などバリアフリー


基準に見合った施設設備改善を行うこと。また、庁


舎内の明るさや表示物の大きさ点字表示等障害者、


高齢者、外国籍の人にも使いやすい庁舎へと改善す


ること。














































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































